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九頭竜川水系で新たに確認された汽水・海水魚
加藤　文男 *

Notes on the newly collected fi shes (brackish water and saltwater fi shes ) 
entering into the Kuzuryu River system from Japan Sea

Fumio　KATO*

（要旨）　福井県九頭竜川の中・下流域に侵入する汽水・海水魚で，これまでの1993～2006年に新たに確認
された汽水魚の2科6種，海水魚の13科17種，計15科23種について報告する．これらを従来の記録に加えると，

九頭竜川水系の汽水・海水魚は全部で31科48種になり，その河川遡上状況についても記した．
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はじめに
　九頭竜川は流路116km，流域面積2,930km2，福井平
野を貫流して日本海へ注ぐ北陸屈指の大河川で，日野
川，足羽川，竹田川，真名川などの主な支流がある．
本水系の魚類については五十嵐・加藤（1966），平井ら
（1972），加藤（1985，1992，1993，1998 など）の報告

があり，かなり詳しく明らかになっている．
　その後1993～2006年に，新たに九頭竜川で汽水・海
水魚の15科23種が確認されたので報告する．資料は近
年行われてきた河川水辺の国勢調査等（建設省，1993
～2000，国交省 , 2005）が主で，その他に岡（2007）や
筆者の確認も加えたが，最初の記録を優先した．　　
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図 1：九頭竜川　中・下流域
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1998），河川では少なく九頭竜川では初記録で，恐ら
く産卵期の個体と思われる．
　（２）アベハゼ（図２A）　新保橋と布施田橋付近（河
口から約10km上）で確認され，感潮域の上流端までか
なり遡上していた( 図 3）．本種は宮城県，福井県以南
の本州，四国，九州に分布し，汽水域に生息する雑食
性の魚で春・夏が産卵期，水質汚濁にかなり強いとい
われる（岩田，2005）．本県が日本海側の分布域の北限
に当たる点で，分布上注目される．
　（３）アシシロハゼ ( 図２B)　新保橋と中角橋付近
で確認され，感潮域の上流端付近まで遡上していた（図
3）．支流の日野川では明治橋付近の汽水域の上流端ま
で確認された（表１）．本種は北海道，本州，四国，九
州に分布し，内湾や汽水域に周年生息し，塩分濃度に
かなり順応性が高く，水質汚濁にも強いといわれる
（辻，2005）．
　（４）ミミズハゼ（図２C）　新保橋，中角橋付近で
確認され，上記のアシシロハゼと同じく感潮域の上流
端付近まで遡上していた（図３）．本種は北海道から沖
縄島までの各地に分布し，川の下流域から汽水域，海
岸の潮間帯まで広く生息，仔魚のうち川でふ化したも
のは海に降り，そこで生育するといわれる（吉田ら，
2005）．本種の主な生活圏は汽水域と思われ，本報告
では汽水魚として扱った．
　（５）シモフリシマハゼ( 図２D)　河口から新保橋付
近（約4km上流）までの最下流域で確認され，汽水域の
上流端までは確認できなかった( 図 3)．本種は北海道
から琉球列島にかけて分布し，主に汽水域に分布し，
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中・下流域の自然環境　河床型から見ると，本流の河
口から高屋橋付近（福井市，河口から15km）までが Bc
型の下流域，そこから上流の柿ケ島（大野市）まで（約
45km）がBb-Bc 移行型と主に Bb 型で占められ中流域
に当たる．　　
　海水の浸入（塩水くさび）による塩分の影響は，本
流では新保橋の上付近（河口から3.5km上）までは常
時および，汽水域に当たる．さらに上流の高屋橋付
近（河口から15km上）までは海水の影響を受けること
があり，感潮域に当たる．その上の中角橋（河口から
19km上）から上流は常時淡水域となっている．
　支流の日野川は本流より川底がやや低いため，合流
点から3km上流（河口から19.5km）の日光橋付近まで
が感潮域に当たる（図 1）．

結果と考察
　新たに確認された汽水・海水魚はサッパ，メナダ，
ネズミゴチ，シマイサキなど15科23種で，表 1に魚種
とその分布確認地点を示した．
１．汽水魚：ハゼ科のアベハゼ，アシシロハゼ，ミミ
ズハゼ，シモフリシマハゼ，ウロハゼとシラウオ科の
シラウオの計２科6種で，いずれも本県の他の河川で
もみられ（加藤，1985，1998）自然分布と考えられ，九
頭竜川では初めての記録である（図２）．
　（１）シラウオ　河口から1km上流で，2007.4.18に
3 匹捕獲された（岡，2007）．本種は日本海岸に広く分
布し，河川や湖沼の汽水域に生息する．福井県では三
方湖群や北方湖でいくらか確認されているが（加藤，

表 1：九頭竜川水系の汽水・海水魚－追加 23種－（汽）：汽水魚，（海）海水魚
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淡水域に侵入することは稀である．近似種にアカオビ
シマハゼ T. trigonocephalus がいて，前者より塩分の
高い所を好むといわれるが（岩田，2005），九頭竜川で
はまだ確認されていない．　
　（６）ウロハゼ( 図 2E)　上記のシモフリシマハゼと
同様に，河口から新保橋付近までの最下流域（汽水域）
で確認され，感潮域の上流端まではみられなかった（図
３）．本種は茨城県・新潟県以南の本州，四国，九州
に分布し，河口域や汽水湖に生息して純淡水域にまで
侵入するのは稀といわれる（岩田，2005）．

状況をみると，上記17種の中で最も上流まで侵入した
魚種はサッパとメナダの 2種で，河口から布施田橋付
近（感潮域の上流端）で，スズキやボラの遡上距離より
下流であった（後述）．その他の15種は河口付近の最下
流域で確認され，塩分濃度のやや高い汽水域であった
（図 3）．
３．九頭竜川における汽水・海水魚全種の遡上状況
九頭竜川水系における汽水・海水魚は，これまでの18
科21種（加藤、1992）に今回の新確認魚種19科27種を加
えると，全部で31科48種になり，それらすべての遡上
状況を図３に示した．
　その中で，ボラとスズキの 2種は最上流の鳴鹿大堰
（河口から約30km、淡水域）まで遡上し，次いでヌマ
ガレイとアシシロハゼ，ミミズハゼ（前述），マハゼの
4種が中角橋付近（淡水域）まで，サッパ・メナダ・ア
ベハゼ（前述）の3種が布施田橋付近（感潮域）まで，そ
の他の37種が新保橋までか河口付近の汽水域までで
あった．長良川中・下流域では，ボラ・スズキが最上
流の小瀬（河口から約70km）まで遡上し，次いでマハ
ゼが約50km，クルメサヨリが約40km，シマイサキが
約25km，メナダ・ヒイラギ・クロダイ・コチ・イシ
ガレイが約10km，コノシロ・サッパ・シラウオ・ク

２．海水魚：新たに確認された魚種は，サッパ，メナ
ダ，ネズミゴチなど13科17種で，その分布確認地点を
表１に示した．それらの魚種は海域を主生活圏として
おり，偶発的に河口の汽水域に侵入したものと思われ
る．そのうち内湾性または沿岸性の魚（沿岸魚）は，サッ
パ，メナダ，ネズミゴチ，シマイサキ，イシダイ，メ
ジナ，ヒガンフグ，メバル，アカブチムラソイ，クジメ，
アナハゼ，ヒラメ，カワハギ，ウマズラハギの14種で，
他の魚種は沿岸域からかなり沖合いの海域まで生息す
るようである（富山ら，1981；福井県，1986）．遡河の

図 2：九頭竜川の汽水魚－追加 5種－
A.　アベハゼ　Mugilogobius adei  2003.5.20, 体長 27mm, 
　　三国町新保橋付近
B.　アシシロハゼ　Acanthogobius lactipes  1993.6.1, 57mm, 
　　三国町新保橋付近
C.　ミミズハゼ　Leuciogobius guttatus 2003.10.28, 62mm, 
　　福井市中角橋付近
D.　シモフリシマハゼ　Tridentiger bifasciatus 1993.6.11, 46mm, 
　　福井市布施田橋付近
E.　ウロハゼ　Glossogobis olivaceus  1993.10.21, 135mm, 
　　三国町新保橋付近

図 3：九頭竜川中・下流域における汽水・海水魚の侵入
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Notes on the newly collected fi shes ( brackish water 
and saltwater fishes) entering into the Kuzuryu 
River system from Japan Sea
Fumio　KATO

Abstract
　Twenty-three species in fifteen families were 
newly collected in the Kuzuryu River system in 
1993-2006. They were six species in two families 
of brackish water fishes and seventeen species 
in thirteen families of saltwater fishes. The state 
of going upstream of brackish water fishes and 
saltwater fi shes in the Kuzuryu River was clarifi ed 
in this paper.

Key words: Kuzuryu River system, newly collected 
fi shes, brackish water and saltwater fi shes  

クサフグ等は塩分濃度のかなり高い河口付近であった
（丹羽，1967）．
　前述の九頭竜川の汽水・海水魚と比較すると，魚種
と遡上に共通点がみられるが，長良川ではいずれの魚
種も遡上距離が著しく長い点が特徴的である．両河川
の環境条件の違いとして，特に河川勾配の他に潮差が
あり，太平洋側の1.0～2.0ｍに対し日本海側ではその
5 分の 1 程度の0.2～0.3ｍでかなり弱く，九頭竜川に
おける塩水くさびの達する距離が短いと考えられる．
ちなみに長良川の汽水域は河口から約15km，感潮域
はそれから上流で河口から約26kmの所まで及ぶとい
われる（丹羽，1967）．
　なお九頭竜川へ侵入可能な汽水・海水魚として，
前述の他に分布域から，ボラ科のセスジボラ Liza 

affi nis，とハゼ科のヒメハゼ Favonigobius gymnauchen，
ヒメジ科のヒメジ Upeneus bensasiなどがあげられ，
今後の調査で確認されるものと思われる．
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